息長帯比売命と品陀和気命の伝承-- 「喪船」と「易名」を中心に-- by 烏谷 知子 & 昭和女子大学日本語日本文学科
息
長
帯
比
売
命
と
品
陀
和
気
命
の
伝
承
烏
谷
知
子
は
じ
め
に
仲
哀
記
は
仲
哀
天
皇
の
崩
御
後
、
天
照
大
神
と
住
吉
三
神
の
神
託
を
奉
じ
て
胎
内
の
御
子
と
共
に
新
羅
平
定
を
成
し
遂
げ
る
息
長
帯
比
売
と
、
筑
紫
の
宇
美
で
誕
生
し
た
品
陀
和
気
命
が
喪
船
に
乗
せ
ら
れ
、
異
母
兄
の
忍
熊
王
を
倒
し
、
角
鹿
で
の
禊
と
気
比
大
神
と
の
名
易
え
を
経
て
即
位
に
至
る
過
程
を
描
く
。
こ
の
条
は
、
天
照
の
御
心
に
よ
っ
て
天
下
統
治
を
保
証
さ
れ
た
御
子
が
、
息
長
帯
比
売
と
建
内
宿
に
守
ら
れ
な
が
ら
新
羅
遠
征
や
皇
位
継
承
争
い
を
制
し
て
行
く
応
神
即
位
前
記
の
様
相
を
呈
す
る
。
息
長
帯
比
売
は
、
天
皇
の
空
位
期
間
に
大
后
と
し
て
の
役
割
を
果
し
、
天
照
の
神
意
を
体
現
し
て
夫
帝
か
ら
我
子
に
皇
位
を
継
承
さ
せ
る
、
母
子
一
体
型
の
伝
承 ①
を
形
成
し
て
い
る
。
仲
哀
記
の
冒
頭
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
帶
中
日
子
天
皇
、
坐
二
穴
門
之
豐
浦
宮
、
巉
紫
訶
志
比
宮
一 、
治
二
天
下
一
也
。
此
天
皇
、
娶
二
大
江
王
之
女
、
大
中
津
比
賣
命
一 、
生
御
子
、
香
坂
王
。
熊
王
。
二柱
娶
二
息
長
帶
比
賣
命
一 、
是
大
后
。
生
御
子
、
品
夜
和
氣
命
。
大
鞆
和
氣
命
。
亦
名
品
陀
和
氣
命
。
二柱
此
太
子
之
御
名
、
三
以
	二
大
鞆
和
氣
命
一

、
初
レ
生
時
、
如
レ
鞆
宍
生
二
御
腕
一 。
故
、
二
其
御
名
一 。
是
以
知
二 坐
レ 腹
中
一レ 國
也
。
ま
ず
、
仲
哀
天
皇
が
熊
曽
国
を
討
つ
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
神
武
東
征
以
降
に
都
が
大
和
を
遠
く
離
れ
た
筑
紫
の
地
に
置
か
れ
る
の
は
異
例
で
あ
る
。
次
に
仲
哀
天
皇
に
は
品
陀
和
気
命
の
誕
生
以
前
に
、
景
行
天
皇
の
二
世
に
あ
た
る
大
中
比
売
命
を
御
祖
と
す
る
香
坂
王
と
忍
熊
王
が
存
在
す
る
。
景
行
記
の
伝
承
に
錯
綜
は
あ
る
が
、
香
坂

忍
熊
王
の
方
が
品
陀
和
気
命
よ
り
も
血
統
的
に
は
尊
貴
な
位
置
に
あ
る
。
し
か
し
二
王
は
斗
賀
野
に
お
け
る
「
宇
氣
比
衒
」
の
結
果
を
無
視
し
て
戦
い
を
挑
み
、
品
陀
和
気
命
に
敗
れ
去
る
。
一
方
の
息
長
帯
比
売
の
父
方
の
系
譜
は
開
化
記
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
此
天
皇
、
（
中
略
）
娶
二
丸
邇
臣
之
、
日
子
國
意

命
之
妹
、
意

比
賣
命
一 、
生
御
子
、
日
子
坐
王
。
一柱
（
中
略
）
日
子
坐
王
、
（
中
略
）
又
娶
二
其
母
弟
袁

比
賣
命
一 、
生
子
、
山
代
之
大
筒
木
眞
若
王
。
（
中
略
）
山
代
之
大
筒
木
眞
若
王
、
娶
二
同
母
弟
伊
理
泥
王
之
女
、
丹
波
能
阿
治
佐
波
毘
賣
一 、
生
子
、
邇
米
雷
王
。
此
王
、
娶
二
丹
波
之
津
臣
之
女
、
名
高
材
比
賣
一 、
生
子
、
息
長
宿
王
。
此
王
、
娶
二
城
之
高
額
比
賣
一 、
生
子
、
息
長
帶
比
賣
命
。
こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
息
長
帯
比
売
は
開
化
天
皇
の
五
世
の
孫
で
あ
る
。
五
世
の
孫
は
継
体
天
皇
の
出
自
「
品
太
王
五
世
孫
、
袁
本
杼
命
、
坐
二
伊
波
禮
之
玉
穗
宮
一 、
治
二
天
下
一
―１―
学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
八
七
九
号
一
～
一
五
（
二
〇
一
四
一
）

「
喪
船
」
と
「
易
名
」
を
中
心
に

也
。
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
天
皇
の
後
嗣
と
し
て
即
位
が
可
能
な
世
系
で
あ
る
。
ま
た
息
長
帯
比
売
の
母
方
の
系
譜
は
、
応
神
記
の
天
之
日
矛
来
朝
の
記
事
に
記
さ
れ
る
。
（
天
之
日
矛
）
娶
二
多
遲
之
俣
尾
之
女
、
名
津
見
一 、
生
子
、
多
遲
母
呂
須
玖
。
此
之
子
、
多
遲
斐
泥
。
此
之
子
、
多
遲
比
那
良
岐
。
此
之
子
、
多
遲
毛
理
。
多
遲
比
多
訶
。
淸
日
子
。
三柱
此
淸
日
子
、
娶
二
當
之
咩
斐
一 、
生
子
、
酢
鹿
之
男
。
妹
菅
竈
上
由
良
度
美
。
故
、
上
云
多
遲
比
多
訶
、
娶
二
其
姪
、
由
良
度
美
一 、
生
子
、
城
之
高
額
比
賣
命
。
此
息
長
帶
比
賣
命
之
御
	。
天
之
日
矛
は
「
新
羅
國
主
之
子
」
で
あ
る
。
垂
仁
紀
三
年
三
月
条
に
は
そ
の
来
朝
が
記
さ
れ
る
が
、
応
神
記
は
「
昔
」
と
の
み
記
す
。
垂
仁
記
に
は
、
日
矛
の
四
世
の
孫
多
遅
麻
毛
理
が
非
時
の
香
の
木
の
実
を
求
め
て
常
世
に
渡
っ
た
記
事
が
記
さ
れ
る
。
中
村
啓
信
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
息
長
帯
比
売
は
天
之
日
矛
の
七
世
の
孫
で
あ
り
、
新
羅
国
王
の
血
を
ひ
く
と
は
い
え
、
華
冑
と
は
い
え
な
い
身
分
で
あ
る ②
。
中
巻
に
お
い
て
大
后
と
記
さ
れ
る
の
は
、
大
物
主
神
の
女
で
初
代
神
武
の
后
と
な
る
伊
須
気
余
理
比
売
、
開
化
天
皇
の
孫
で
垂
仁
の
后
と
な
る
沙
本

売
と
、
こ
の
息
長
帯
比
売
で
あ
る
が
、
三
者
に
は
神
意
を
伝
え
御
祖
と
呼
ば
れ
る
共
通
点
が
あ
る
。
本
稿
の
十
三
頁
に
置
い
た
系
譜
を
参
照
し
て
天
皇
の
母
の
出
自
を
見
て
い
く
と
、
崇
神
天
皇
の
妃
で
垂
仁
の
母
で
あ
る
御
真
津
比
売
は
孝
元
天
皇
の
孫
で
あ
る
。
垂
仁
妃
と
な
り
景
行
の
母
と
な
る
氷
羽
州
比
売
は
開
化
天
皇
の
曽
孫
で
あ
る
。
景
行
妃
の
八
坂
之
入
日
売
は
崇
神
天
皇
の
孫
で
あ
り
、
成
務
五
百
木
之
入
日
子
の
母
と
な
る
。
仲
哀
の
母
は
垂
仁
皇
女
の
布
多
遅
能
伊
理
毘
売
で
あ
る
。
皇
位
継
承
者
と
な
る
に
は
、
母
の
尊
貴
性
が
系
譜
上
重
ん
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
華
冑
と
は
い
え
な
い
息
長
帯
比
売
が
大
后
天
皇
の
母
と
な
る
の
は
異
例
で
あ
る
。
品
陀
和
気
命
が
即
位
に
至
る
伝
承
は
神
託
に
よ
っ
て
展
開
し
、
御
祖
の
血
統
を
問
わ
な
い
皇
嗣
決
定
の
原
理
が
働
い
て
い
よ
う
。
仲
哀
記
に
は
新
羅
や
百
済
が
天
下
に
組
み
込
ま
れ
、
天
皇
が
支
配
す
る
国
が
確
定
す
る
過
程
が
描
か
れ
る
。
そ
の
中
で
、
息
長
帯
比
売
は
そ
の
祖
先
を
通
し
て
新
羅
や
常
世
国
と
結
び
つ
く
一
種
の
他
界
性
を
有
し
て
い
る
。
新
羅
遠
征
に
お
い
て
、
海
の
魚
や
、
風
あ
る
い
は
波
が
比
売
の
味
方
を
し
た
の
は
、
神
話
学
的
に
い
え
ば
、
海
の
原
理
を
神
功
が
手
に
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
永
藤
靖
氏
は
指
摘
す
る ③
。
住
吉
三
神
の
神
託
に
お
い
て
胎
内
の
御
子
こ
そ
が
国
を
統
治
す
る
存
在
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
、
比
売
は
新
羅
に
赴
く
。
息
長
帯
比
売
は
、
御
子
を
他
界
に
導
く
水
先
案
内
役
を
果
た
し
て
い
る
。
一
方
の
大
中
比
売
命
の
子
で
あ
る
忍
熊
王
は
、
息
長
帯
比
売
の
船
団
の
計
略
に
か
か
り
、
琵
琶
湖
で
入
水
し
て
果
て
る
。
大
中
比
売
命
の
血
統
は
、
海
上
や
水
上
の
戦
闘
に
お
い
て
息
長
帯
比
売
の
側
に
敗
北
を
喫
す
る
の
で
あ
る
。
新
し
い
支
配
者
に
必
要
と
さ
れ
た
の
は
、
海
の
原
理
で
あ
っ
た
。
比
売
は
海
宮
訪
問
説
話
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
海
の
支
配
原
理
を
我
子
に
獲
得
さ
せ
て
い
る
。
海
国
に
導
く
塩
椎
神
の
役
割
を
荷
う
住
吉
三
神
と
一
体
化
す
る
巫
女
性
を
有
し
、
御
子
を
「
金
銀
爲
本
、
目
之
炎
、
種
種
珍
寶
、
多
在
」
国
へ
導
い
て
い
く
の
が
息
長
帯
比
売
で
あ
る
。
豊
浦
宮
や
訶
志
比
宮
は
、
海
の
彼
方
の
異
郷
に
向
か
っ
て
開
か
れ
た
地
で
あ
り
、
息
長
帯
比
売
の
本
拠
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
海
外
に
版
図
を
拡
大
し
た
功
績
は
、
大
后
の
名
に
値
し
よ
う
。
三
つ
目
は
御
子
の
命
名
で
あ
る
。
応
神
記
に
お
い
て
天
皇
は
品
陀
和
気
命
と
い
う
亦
の
名
で
語
ら
れ
る
。
大
鞆
和
気
命
と
い
う
名
は
、
胎
内
に
あ
る
時
か
ら
新
羅
遠
征
を
母
と
共
に
戦
っ
た
証
と
し
て
、
手
の
甲
の
肉
が
鞆
の
よ
う
な
形
で
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
御
子
の
超
人
性
が
異
常
誕
生
譚
の
形
で
語
ら
れ
る ④
。
継
体
紀
六
年
十
二
月
の
条
に
は
、
御
子
が
胎
中
天
皇
と
語
ら
れ
る
理
由
が
記
さ
れ
る
。
夫
住
吉
大
、
以
二
表
金
銀
之
國
、
高
麗
百
濟

羅
任
那
等
一 、
二
記
胎
中
譽
田
天
皇
一 。
故
大
后
息
長
足

、
與
二
大
臣
武
宿
一 、
レ
國

二
官
家
一 、
爲
二
表
之
―２―
蕃一 、
其
來
矣
。
宣
化
紀
元
年
五
月
条
に
も
「
胎
中
之
帝
」
の
語
が
記
さ
れ
る
が
、
記
紀
両
書
に
は
、
天
下
が
日
本
国
内
か
ら
新
羅
を
含
む
世
界
に
広
が
っ
て
い
っ
た
の
を
応
神
天
皇
の
事
蹟
と
捉
え
る ⑤
見
方
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
皇
の
系
譜
に
連
な
る
存
在
で
亦
の
名
を
も
つ
の
は
、
火
遠
理
命
と
神
武
応
神
だ
け
で
あ
る
。
品
陀
和
気
命
は
異
郷
訪
問
を
成
し
遂
げ
て
他
界
の
霊
威
を
獲
得
し
、
競
争
相
手
を
征
し
て
支
配
権
を
獲
得
す
る
火
遠
理
命
と
、
東
遷
を
果
し
即
位
し
て
皇
統
を
伝
え
る
神
武
の
性
格
を
あ
わ
せ
も
つ
。
御
名
の
大
鞆
和
気
と
品
陀
和
気
に
共
通
す
る
の
は
和
気
で
あ
る
。
禊
と
気
比
大
神
と
の
名
易
え
に
よ
っ
て
品
陀
和
気
命
は
天
皇
の
資
格
を
獲
得
し
た
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
息
長
帯
比
売
命
と
品
陀
和
気
命
の
伝
承
に
お
い
て
、
御
子
が
「
喪
船
」
に
乗
る
意
味
と
、
「
易
名
」
の
伝
承
か
ら
、
御
子
が
有
す
る
他
界
性
と
支
配
原
理
を
中
心
に
品
陀
和
気
命
の
即
位
の
経
緯
を
考
察
し
た
い
。
一
神
託
と
新
羅
遠
征
息
長
帯
比
売
の
神
が
か
り
と
仲
哀
天
皇
の
崩
御
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
其
大
后
息
長
帶
日
賣
命
、
當
時
歸
レ
。
故
、
天
皇
坐
二
筑
紫
之
訶
志
比
宮
一 、
將
レ
二
熊
曾
國
一
之
時
、
天
皇
控
二
御
琴
一
而
、
建
宿
	大
臣
居
レ
於
二
沙
庭
一 、

二 ａ
之
命
一 。
於
レ
是
大
后
歸
レ
、
言
敎
覺
詔
●
、
西
方
有
レ
國
。
金
銀
爲
レ
本
、
目
之
炎
、
種
種
珍
寶
、
多
在
二
其
國
一 、
吾
今
歸
二
賜
其
國
一 。
爾
天
皇
答
白
、
登
二
高
地
一
見
二
西
方
一
、
不
レ
見
二
國
土
一 、
唯
有
二
大
一 。
謂
爲
レ
詐
一
而
、
押
二

御
琴
一
不
レ
控
、
默
坐
。
ｆ
１
ｂ爾
其
大
■
忿
■
詔
●
、
ｃ凡
天
下
、
汝
非
二
應
レ
知
國
一 。
汝
向
二
一
一 。
於
レ
是
建
宿
	大
臣
白
、
恐
我
天
皇
、
阿
二
蘇
婆

勢
其
大
御
琴
一 。
爾
稍
取
二
依
其
御
琴
一
而
、
那
那
邇
控
坐
。
故
、
未
二
幾
久
一
而
、
不
レ
聞
二
御
琴
之
音
一 。

ｄ
擧
レ
火
見
、

訖
。
爾
驚
懼
而
、
坐 ｅ
二
殯
○
宮
○
一 、
取
二
國
之
大
奴
佐
一
而
、
種
二
種
求
生
、

、
阿
離
、
溝
埋
、
屎
、
上
下
婚
、
馬
婚
、
牛
婚
、
鷄
婚
之
罪
一 、
爲
二
國
之
大
祓
一
而
、
亦
建
宿
	居
レ
於
二
沙
庭
一 、

二 ａ
之
命
一 。
於
レ
是
敎
覺
之
、
岬
如
二
先
日
一 、
ｃ

凡
此
國
、
坐
二
汝
△
命
△
御
腹
一
之
御
子
、
レ
知
國
也
。
爾
建

宿
	、
白
下
我
ｆ
２大
、
坐
二
其
▲

▲
腹
一
之
御
子
、
何
子
歟
上 。
答
二
詔
男
子
一
也
。
爾
具

之
、
今
如
レ
此
言
敎
之
ｆ
３大

、
欲
レ
知
二
其
御
名
一 、
答
詔
●
、
是
天 ｇ
照
大
之
御
心
。
亦
底 ｈ
筒
男
、
中
筒
男
、
上
筒
男
、
三
柱
大

也
。
此之
御
名
顯
也
。
時
其
三
柱
ｆ ４大

今
寔
思
レ
求
二
其
國
一
、
於
二
天
地
 、
亦
山 ｉ

!河
之
"
一 、
悉
奉
二
幣
帛
一 、
我 ｊ
之
御
魂
、
坐
レ
于
二
船
上
一
而
、
眞
木
灰
#レ 詈
、
亦
$
!比
羅
傳
多
作
、
皆
皆
散
二
%大
一 以
可
レ 度
。
神
託
の
場
面
は
、
ｄ
の
仲
哀
崩
御
を
は
さ
ん
で
ａ
と
ａ
の
「


之
命
」
と
あ
る
前
半
と
後
半
に
わ
け
ら
れ
る
。
後
半
の
神
託
は
「
敎
覺
之
、
岬
如
先
日
」
と
記
さ
れ
、
ｃ
の
「
天 、
下 、
、
汝
非
應
知 、
國 、
。
」
と
ｃ
の
「
此
國 、
、
坐
汝
命
御
腹
之
御
子
、
知 、
國 、
也
。
」
の
記
述
は
対
応
す
る
。
ｃ
で
は
「
天
下
」
と
「
知
國
」
が
ほ
ぼ
同
義
の
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る ⑥
。
新
羅
は
点
線
部
の
よ
う
に
「
其
國
」
と
し
て
表
現
さ
れ
て
お
り ⑦
、
ｃ
の
「
知
國
」
も
新
羅
を
含
ま
な
い
領
域
で
あ
ろ
う
。
神
の
言
葉
は
●
を
付
し
た
よ
う
に
「
詔
」
が
用
い
ら
れ
る
。
「
詔
」
は
古
事
記
に
お
い
て
高
天
原
系
の
神
に
用
い
ら
れ
る
特
徴
が
あ
り ⑧
、
こ
こ
で
は
崇
神
記
の
大
物
主
神
や
垂
仁
記
の
大
国
主
神
の
神
託
に
用
い
ら
れ
る
「
曰
」
は
出
て
こ
な
い
。
前
半
部
ｆ
１
で
「
」
と
記
さ
れ
た
存
在
は
、
後
半
部
の
建
内
宿
	の
呼
び
か
け
の
ｆ
２
ｆ
３
、
注
の
ｆ
４
で
は
「
大
」
と
言
い
換
え
ら
れ
、
ｇ
の
天
照
大
神
や
ｈ
の
住
吉
三
神
の
尊
貴
性
と
対
応
し
て
い
る
。
ｂ
ｃ
の
「
其
大
■
忿
■
詔
」
以
下
の
表
現
は
、
伊
邪
那
伎
大
神
の
分
治
の
命
に
従
わ
な
か
っ
た
須
佐
之
男
の
追
放
の
場
面
と
類
似
し
た
構
造
を
も
つ ⑨
。
ま
た
、
天
照
と
住
吉
三
神
の
出
現
は
、
最
高
神
の
誕
生
を
告
げ
る
伊
耶
那
岐
命
の
禊
祓
の
場
面
と
の
対
応
を
思
わ
せ
る
。
仲
哀
は
父
倭
建
命
の
西
征
に
よ
っ
て
版
図
が
拡
大
し
た
大
八
島
国
、
そ
れ
を
成
務
が
国
―３―
の
境
を
定
め
て
秩
序
化
し
て
き
た
事
蹟
を
受
け
継
ぐ
天
皇
で
あ
っ
た
。
そ
の
天
下
を
維
持
す
る
行
為
が
熊
曽
征
伐
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
成
否
を
問
う
神
託
は
新
羅
遠
征
と
下
さ
れ
る
。
仲
哀
は
高
き
地
に
登
り
国
見
を
す
る
が
、
西
の
方
に
は
大
海
が
広
が
る
だ
け
な
の
を
見
て
、
国
土
を
称
揚
す
る
国
讃
め
の
言
葉
を
発
し
な
い
。
神
の
目
と
一
体
化
し
て
祭
政
を
行
う
ど
こ
ろ
か
、
現
実
に
目
に
映
る
も
の
だ
け
を
受
け
入
れ
て
、
神
を
偽
り
を
告
げ
る
存
在
と
み
な
す
の
で
あ
る
。
神
託
を
受
け
入
れ
な
い
天
皇
に
下
さ
れ
た
の
は
、
国
を
知
ら
す
天
皇
位
の
奪
と
一
道
へ
の
追
放
で
あ
っ
た
。
琴
の
音
が
止
み
灯
火
が
掲
げ
ら
れ
る
と
天
皇
は
す
で
に
崩
御
さ
れ
て
い
た
。
神
託
が
授
け
ら
れ
る
場
は
浄
闇
の
中
で
あ
り
、
仲
哀
の
死
と
そ
れ
に
替
わ
っ
て
天
下
を
知
ら
す
御
子
誕
生
の
告
知
は
闇
の
中
で
行
わ
れ
る
。
天
皇
の
死
を
受
け
て
殯
宮
が
営
ま
れ
、
国
の
大
祓
が
行
わ
れ
た
。
「
殯
」
は
説
文
に
「
死
在
レ
棺
將
レ
二
葬
柩
一
兮
之
」
と
あ
り
、
埋
葬
の
前
に
遺
骸
を
安
置
し
て
祭
を
行
う
宮
殿
が
殯
宮
で
あ
る
。
殯
宮
は
古
事
記
で
は
こ
の
箇
所
の
み
に
記
さ
れ
て
お
り
、
物
語
の
展
開
上
重
要
な
役
割
を
荷
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
続
い
て
「
國
之
大
祓
」
が
語
ら
れ
る
。
こ
の
天
つ
罪
の
内
容
は
天
の
石
屋
戸
神
話
の
条
に
お
い
て
須
佐
之
男
が
勝
さ
び
に
行
っ
た
暴
虐
と
類
似
し
て
い
る
。
天
照
が
高
天
原
で
主
催
す
る
大
嘗
の
祭
祀
の
侵
犯
は
大
祓
祝
詞
の
天
つ
罪
に
あ
た
る
。
天
の
斑
駒
の
皮
を
逆
ぎ
に
し
て
堕
し
入
れ
る
行
為
は
、
天
の
服
織
女
を
死
に
至
ら
せ
る
。
服
織
女
が
梭
で
陰
を
衝
く
と
い
う
婚
姻
を
連
想
さ
せ
る
状
況
は
天
照
を
石
屋
に
隠
ら
せ
る
。
こ
の
箇
所
は
馬
娘
婚
姻
譚
を
思
わ
せ
、
国
つ
罪
の
馬
婚
に
通
じ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
高
天
原
も
葦
原
中
国
も
常
夜
往
く
状
態
と
な
る
。
こ
の
神
話
は
天
照
の
死
と
、
石
屋
戸
で
の
忌
み
隠
り
を
経
て
天
照
が
皇
祖
神
と
し
て
再
誕
す
る
過
程
を
描
い
て
い
る
。
天
照
は
最
高
神
と
し
て
八
百
万
神
か
ら
承
認
さ
れ
、
須
佐
之
男
は
出
雲
に
追
放
さ
れ
る
。
谷
口
雅
博
氏
は
、
仲
哀
記
に
国
之
大
祓
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
、
天
の
石
屋
戸
伝
承
と
の
深
い
関
連
を
示
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
伝
承
に
お
い
て
も
天
照
の
登
場
と
関
る
。
ま
た
大
祓
と
殯
は
一
連
の
流
れ
の
中
で
語
ら
れ
、
天
照
の
石
屋
戸
隠
り
を
想
起
さ
せ
る
表
現
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
応
神
の
治
天
下
の
詔
は
神
聖
性
を
保
証
さ
れ
て
い
る ⑩
と
指
摘
す
る
。
仲
哀
天
皇
の
殯
宮
の
記
事
は
、
仲
哀
紀
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
九
年
春
二
月
癸
卯
朔
丁
未
、
天
皇
忽
二
痛
身
一 、
而
明
日
。
時
年
五
十
二
。
知
、
不
レ
用
二
言
一
而
早
。
一
云
、
天
皇
	伐
二
熊
襲
一 、
於
是
、
皇
后

大
臣
武
宿
、
匿
○
二
天
○
皇
○
之
○
喪
○
一 、
不
○
レ
令
○
レ
知
○
二
天
○
下
○
一 。
（
中
略
）
竊
收
二
天
皇
之
屍
一 、
付
二
武
宿
、
以
從
二
路
一
二
穴
門
一 。
而
殯
○
二
于
○
豐
○
浦
○
宮
○
一 、
爲
○
二
无
○
火
○
殯
斂
一 。
无
火
殯
斂
、
此
謂
二甲
子
、
大
臣
武
宿
、
自
二
穴
門
一
之
、
復
二 奏
於
皇
后
一 。
是
年
、
由
二 新
羅
役
一 、
以
不
○
レ 得
○
レ 葬
○
二 天
○
皇
○
一 也
。
「
无
火
殯
斂
」
は
、
殯
の
時
燈
火
を
た
く
と
こ
ろ
を
、
秘
密
の
た
め
た
か
ぬ
を
い
う ⑪
と
大
系
本
頭
注
に
あ
り
、
書
紀
で
は
殯
は
営
ま
れ
た
も
の
の
、
仲
哀
の
崩
御
は
伏
せ
ら
れ
て
い
る
。
古
事
記
で
は
殯
宮
に
遺
骸
を
安
置
し
て
仲
哀
の
死
の
罪
穢
を
祓
う
為
に
、
国
々
の
神
に
手
向
け
る
も
の
を
徴
収
し
た
と
あ
る
の
で
、
天
皇
の
崩
御
は
公
表
さ
れ
て
い
る
。
再
び
出
現
し
た
神
は
息
長
帯
比
売
に
「
坐
汝
△
命
△
御
腹
之
御
子
」
こ
そ
国
を
知
ら
す
存
在
で
あ
る
と
告
げ
る
。
「
汝
命
」
は
古
事
記
に
二
十
一
例
あ
り
、
会
話
文
の
中
で
用
い
ら
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
以
下
に
そ
の
例
を
あ
げ
る
。
此
時
伊
邪
那
命
、
大
歡
喜
詔
●
、
吾
生
二
生
子
一
而
、
於
二
生
一
得
二
三
貴
子
一 、
（
中
略
）
賜
二
天
照
大
御
一
而
詔
之
、
汝
△
命
△
、
レ
知
二
高
天
原
一
矣
、
（
中
略
）
詔
●
二
月
讀
命
一 、
汝
△
命
△
、
レ
知
二
夜
之
國
一
矣
、 （
中
略
）
詔
●
二
建
須
佐
之
男
命
一 、
汝
命
、
レ
知
二

原
一 矣
、
事
依
也
。
（
伊
邪
那
伎
命
↓三
貴
子
三
例
）
天
宇
受
賣
白
○
言
○
、
二 汝
△
命
△
一 而
貴
坐
。
（
天
宇
受
売
↓天
照
）
其
白
○
二
大
穴
牟
遲
一 、
此
八
十

、
必
不
レ
得
二
八
上
比
賣
一 。
雖
レ
璃
レ
嗇
、
汝
△
命
△
獲
之
。
（
稲
羽
の
素

↓大
穴
牟
遅
神
）
―４―
中
二 賊
矢
一 而
也
。
褒
那
之
阿
利
一 。
鹽
椎
、
云
下 我
爲
二 汝
△
命
△
一 、
作
中 善
議
上 、
（
塩
椎
神
↓火
遠
理
命
）
然
而
其
兄
、
作
二
高
田
一
、
汝
△
命
△
營
二
下
田
一 。
其
兄
作
二
下
田
一
、
汝
△
命
△
營
二
高
田
一 。
（
海
神
↓火
遠
理
命
二
例
）
稽
首
白
、
僕
自
レ 今
以
後
、
爲
二 汝
△
命
△
之
晝
夜
守
護
人
一 而
仕
奉
。
（
火
照
命
↓火
遠
理
命
）

沼
河
耳
命
、
曰
二
其
兄
八
井
耳
命
一 、
那
泥
汝
△
命
△
、
持
レ
兵
入
而
、
二
當
藝
志
美
美
一 。
（
神
沼
河
耳
命
↓神
八
井
耳
命
）
	汝
△
命
△

得
二

仇
一 。
故
、
吾
雖
レ
兄
不
レ
宜
レ
爲
レ
上
。
是
以
汝
△
命
△
爲
レ
上
治
二
天
下
一 。
僕
扶
二
汝
△
命
△
一 、
爲
二 忌
人
一 而
仕
奉
也
。
（
神
八
井
耳
命
↓建
沼
河
耳
命
三
例
）
於
レ 是
白
二
言汝
△
命
△
誰
一 。
（
熊
曽
建
↓倭
男
具
那
王
）
凡
此
國
、
坐
二 汝
△
命
△
御
腹
一 之
御
子
、
レ 知
國
也
。
（
大

↓息
長
帯
比
売
当
該
条
）
故
、
思
レ 不
二 仕
奉
一 。
吾
爲
二 汝
△
命
△
之
妻
一 。
（
女
鳥
王
↓速
總
別
王
）
天
皇
令
レ 詔
、
吾
疑
下 汝
△
命
△
若
與
二
江
中
王
一 同
心
乎
上 。
（
履
中
天
皇
↓水
歯
別
命
）
令
レ 詔
、
汝
△
命
△
之
妹
、
若
日
下
王
、
欲
レ 婚
二 大
長
谷
王
子
一 。
（
安
康
天
皇
↓大
日
下
王
）
意
命
讓
二
其
弟
袁
命
一
曰
、
住
レ
於
二
針
間
志
自
牟
家
一
時
、
汝
△
命
△
不
レ
顯
レ
名
、
更
非
下
臨
二
天
下
一
之
君
上 。
是

汝
△
命
△
之
功
。
故
、
吾
雖
レ
兄
汝
△
命
△
先
治
二
天
下
一
而
、
堅
讓
。
（
意
命
↓袁
命
三
例
）
「
汝
命
」
は
会
話
文
の
中
で
話
し
手
と
聞
き
手
の
立
場
や
身
分
の
上
下
を
示
す
。
で
は
「
詔
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
父
の
伊
邪
那
岐
命
の
立
場
が
上
で
あ
る
が
、
自
分
の
後
を
受
け
て
三
つ
の
世
界
を
分
治
す
る
こ
と
に
な
る
三
貴
子
に
対
す
る
敬
意
が
示
さ
れ
て
い
る
。
は
相
手
が
絶
対
的
に
上
位
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
り
、
は
大
穴
牟
遅
神
の
優
れ
た
資
質
を
見
抜
い
た
菟
神
の
尊
敬
を
表
す
。
は
塩
椎
神
か
ら
、
は
海
神
か
ら
の
火
遠
理
命
へ
の
尊
敬
で
あ
る
。

	
は
弟
の
優
位
性
や
勇
猛
果
敢
な
行
い
を
認
め
た
兄
の
敬
意
で
あ
る
。
は
弟
か
ら
兄
へ
の
尊
敬
を
表
す
。
に
は
自
分
よ
り
年
少
で
あ
り
な
が
ら
圧
倒
的
な
力
を
示
す
小
碓
命
に
対
す
る
畏
怖
の
念
が
表
れ
て
い
る
。
は
天
皇
の
媒
と
し
て
訪
れ
た
速
總
別
命
に
対
す
る
敬
意
を
表
す
。

は
身
分
的
に
は
話
し
手
の
天
皇
の
方
が
上
で
あ
る
が
、
は
後
に
即
位
す
る
弟
を
、
は
仁
徳
天
皇
の
子
で
あ
り
、
年
長
者
で
あ
る
大
日
下
王
を
た
て
た
用
い
方
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
の
よ
う
に
統
治
の
決
定
や
、


の
よ
う
に
背
景
に
統
治
者
決
定
の
争
い
が
あ
る
中
で
の
婚
姻
の
決
定
、


の
よ
う
に
聞
き
手
に
新
し
い
展
開
が
も
た
ら
さ
れ
る
場
合
、
の
よ
う
に
農
耕
に
お
け
る
制
水
権
や
海
と
山
の
支
配
権
が
確
立
す
る
場
合
、

	

の
よ
う
に
支
配
と
服
従
の
関
係
が
確
立
し
、
特
に
	
で
は
皇
位
に
つ
く
者
が
決
定
す
る
な
ど
、
物
語
に
お
い
て
支
配
者
が
決
定
す
る
過
程
で
用
い
ら
れ
る
特
徴
が
あ
る
。
の
当
該
条
で
も
国
を
知
ら
す
存
在
が
告
知
さ
れ
て
お
り
、
「
汝
命
」
は
立
場
で
は
大
神
よ
り
低
い
大
后
に
対
す
る
尊
敬
を
込
め
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
天
皇
に
対
す
る
「
汝
」
と
対
照
的
で
あ
る
。
し
か
も
次
の
建
内
宿
の
言
葉
で
は
「
坐
二
汝
●
命
●
御
腹
一
之
御
子
」
は
「
坐
二
其

●
腹
一
之
御
子
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
。
腹
の
子
は
男
子
で
あ
る
と
告
げ
ら
れ
、
息
長
帯
比
売
は
男
系
の
皇
統
を
保
持
す
る
存
在
と
し
て
神
の
御
子
を
産
む
天
照
大
御
神
と
同
じ
女
性
原
理
を
体
現
す
る
存
在
で
あ
る
。
こ
の
託
宣
が
下
さ
れ
た
時
も
仲
哀
の
殯
宮
儀
礼
は
継
続
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
和
田
萃
氏
は
、
殯
宮
に
亡
き
天
皇
の
皇
后
が
隠
っ
て
奉
仕
す
る
の
は
、
次
の
天
皇
に
天
皇
霊
を
継
承
さ
せ
る
為
の
一
時
的
な
保
管
者
と
な
る
為
で
あ
り ⑫
、
及
川
智
早
氏
は
、
殯
の
場
は
殯
儀
礼
の
主
催
者
た
る
死
者
の
継
承
者
の
力
能
を
も
否
が
応
に
も
確
認
さ
せ
る
場
で
あ
っ
た ⑬
と
す
る
。
天
照
の
託
宣
に
よ
っ
て
息
長
帯
日
売
は
天
皇
霊
の
一
時
的
な
保
有
者
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
御
子
は
胎
内
に
あ
り
な
が
ら
新
羅
遠
征
を
し
て
天
下
の
領
域
を
広
げ
る
力
の
持
主
で
あ
り
日
継
の
継
承
者
と
し
て
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
は
前
半
部
は
天
の
石
屋
戸
神
話
と
対
応
し
、「
凡
此
國
、
坐
二
汝
命
御
腹
一
之
御
子
、
レ
知
國
也
。」
の
神
託
は
、「
天
照
大
御
之
命
以
、
豐
葦
原
之
千
秋
長
五
百
秋
之
水
穗
―５―
國、
我
御
子
正
吾


日
天
穗
耳
命
之
レ
知
國
、
言
因
賜
而
、
」
、「
科
レ
詔
二
日
子
番
能
邇
邇
藝
命
一 、
此
豐
葦
原
水
穗
國
、
汝
將
レ
知
國
、
言
依
賜
。
」
の
天
照
の
詔
と
対
応
す
る
。
壬
生
幸
子
氏
は
、
領
有
支
配
の
意
を
表
す
「
知
」
は
古
事
記
に
二
十
二
例
見
ら
れ
る
が
、
国
内
外
の
版
図
が
確
立
す
る
応
神
天
皇
代
以
降
は
、
「
国
」
を
「
知
る
」
意
か
ら
、
「
（
天
津
）
日
継
（
続
）
を
知
ら
し
め
す
」
意
の
表
現
に
変
化
す
る ⑭
と
指
摘
す
る
。
応
神
は
即
位
後
三
柱
の
我
子
に
分
治
を
命
じ
、
宇
遅
能
和
紀
郎
子
に
「
天
津
日
継
を
知
ら
し
め
せ
。」
と
詔
り
別
け
る
。
詔
り
別
け
は
誓
約
に
よ
っ
て
物
実
か
ら
誕
生
し
た
神
の
所
属
を
決
定
す
る
天
照
の
行
為
に
等
し
い
。
神
託
の
場
面
は
「
知
」
の
用
法
の
節
目
に
あ
た
り
、
そ
れ
と
重
ね
て
描
か
れ
る
殯
宮
儀
礼
の
場
は
、
前
天
皇
が
亡
く
な
り
、
天
照
と
並
ぶ
力
を
も
っ
た
新
し
い
天
皇
の
誕
生
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
天
照
の
神
意
と
住
吉
三
神
の
加
護
を
う
け
た
息
長
帯
比
売
は
、
そ
の
後
無
事
に
遠
征
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。
壬
生
氏
は
「
ヒ
メ
が
先
頭
に
立
っ
て
い
る
は
ず
の
新
羅
征
討
に
お
い
て
主
語
の
ヒ
メ
は
省
か
れ
て
」
お
り
、
再
び
「
息
長
帯
比
売
命
」
と
主
語
が
記
さ
れ
る
の
は
、
忍
熊
王
の
反
逆
か
ら
で
あ
り
、
「
主
語
が
省
か
れ
た
新
羅
征
討
の
文
脈
は
、
そ
の
直
前
の
神
託
と
通
読
す
れ
ば
、
ヒ
メ
が
神
の
位
置
に
あ
る
ま
ま
征
討
に
赴
い
た
よ
う
に
読
め
る ⑮
」
と
指
摘
す
る
。
胎
中
の
御
子
は
鎮
懐
石
の
力
に
よ
っ
て
新
羅
か
ら
帰
還
後
、
筑
紫
国
の
宇
美
で
生
ま
れ
る
。
筑
紫
は
住
吉
三
神
と
天
照
の
誕
生
の
地
で
も
あ
り
御
子
の
誕
生
は
、
至
高
の
存
在
の
み
あ
れ
と
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
新
羅
遠
征
の
為
に
海
を
渡
り
、
海
で
生
ま
れ
た
品
陀
和
気
命
は
、
海
の
原
理
を
体
現
す
る
神
の
御
子
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
二
「
喪
船
」
に
乗
る
御
子
息
長
帯
比
売
一
行
の
帰
還
と
忍
熊
王
と
の
戦
闘
の
場
面
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
於
レ
是
息
長
帶
日
賣
命
。
於
レ
倭
上
之
時
、
因
レ
疑
二
人
心
一 、
一
二
具
喪
船
一 、
御
子
載
二
其
喪
船
一 、
先
令
レ
言
二
漏
之
御
子
	

一 。
（
中
略
）
其
弟
熊
王
、
不
レ
畏
二
其
態
一 、
興
レ
軍
待
向
之
時
、
赴
二 喪
船
一 將
レ 攻
二 空
船
一 。
爾
自
二 其
喪
船
一 下
レ 軍
相
戰
。
従
来
問
題
と
さ
れ
る
の
は
「
赴
二
喪
船
一
將
レ
攻
二
空
船
一 。
」
の
訓
み
と
解
釈
で
あ
る
。
古
事
記
伝
は
「
喪
船
に
赴 ム
カひ
て
空 ムナ
シ船 フ
ネを
攻
め
た
ま
は
む
と
す
」
と
訓
み
、
空
船
を
「
軍
士
イ
ク
サ
ビ
ト
の
乘
ら
ざ
る
を
云
」
う
と
し
、
「
是
を
、
實
の
喪
船
と
思
へ
る
か
ら
、
軍
士
無
く
空 ム
ナ
シく
て
攻
易
か
ら
む
と
し
て
先
ヅ
此
ノ
船
を
攻
破
ら
む
と
す
る
な
る
べ
し ⑯
」
と
し
て
い
る
。
大
系
本
は
「
喪
船
に
赴
き
て
空 む
な船 ふ
ねを
攻
め
む
と
し
き ⑰
」
と
訓
む
。
古
事
記
伝
評
釋 ⑱

全
註
釈 ⑲
全
集 ⑳
な
ど
は
、
喪
船
と
空
船
を
同
一
と
し
、
空
喪
船
の
義
と
す
る
。
岡
田
精
司
氏
は
「
空
船
」
の
二
字
に
は
、
も
と
は
ウ
ツ
ボ
ブ
ネ
を
意
味
す
る
訓
が
付
さ
れ
て
い
た
と
し
、
海
の
彼
方
か
ら
訪
れ
る
母
子
神
の
信
仰
が
伝
承
の
核
に
あ
っ
た
と
み
る
。
か
つ
、
八
十
嶋
祭
の
祭
式
を
伝
承
の
背
景
に
捉
え
て
い
る
。
ウ
ツ
ボ
ブ
ネ
の
考
え
は
全
訳
注
や
倉
塚
曄
子

守
屋
俊
彦
氏
が
指
示
し
て
い
る
。
一
方
、
喪
船
と
空
船
を
別
の
船
と
す
る
捉
え
方
が
あ
る
。
尾
崎
知
光
氏
は
、
喪
船
は
攻
め
な
い
と
す
る
計
略
に
忍
熊
王
が
ひ
っ
か
か
り
、
別
の
空
船
を
攻
撃
し
た
と
こ
ろ
に
不
意
打
ち
を
く
ら
わ
せ
る
と
い
う
流
れ
が
自
然
で
あ
る
と
す
る
。
そ
こ
で
（
忍
熊
王
が
）
軍
ヲ
興
シ
テ
待
チ
向
フ
時
ニ
、
（
神
功
側
ガ
）
喪
船
ト
ツ
ゲ
ツ
レ
バ
、（
ソ
レ
ニ
対
シ
忍
熊
側
ガ
）
空
船
ヲ
攻
メ
ム
ト
シ
キ
と
い
う
訓
読
を
提
示
し
た
。
新
編
全
集
で
は
「
喪 も
船 ふ
ねを
赴 お
も
ぶけ
て
、
空 む
なし
き
船
を
攻
め
む
と
し
き
」
と
訓
み
、
「
喪
船
を
や
り
過
ご
し
て
、
だ
れ
も
乗
っ
て
い
な
い
船
を
攻
め
よ
う
と
し
た
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
ず
「
赴
」
の
用
法
か
ら
見
て
い
く
。
「
赴
」
は
古
事
記
に
五
例
見
ら
れ
る
。
○
故
爾
邇
藝
日
命
參
赴
●
、
白
レ
於
二
天
御
子
一 、
聞
二
天
御
子
天
降
坐
一 。
故
、
參
降
來
、
獻
二 天
津
瑞
一 以
仕
奉
也
。
（
神
武
記
）
―６―
○
其
弟
熊
王
、
不
レ
畏
二
其
態
一 、
興
レ
軍
待
向
之
時
、
赴
●
二
喪
船
一
將
レ
攻
二
空
船
一 。
（
仲
哀
記
当
該
条
）
○
口
子
臣
、
（
中
略
）
爾
匍
匐
赴
●
、
跪
レ 于
二 庭
中
一 時
、
水
潦
至
レ
。
（
仁
徳
記
）
○
爾
大
楯
之
妻
、
以
二 其
王
之
玉
釧
一 、
纒
レ 于
二 己
手
一 而
參
赴
●
。
（
仁
徳
記
）
○
於
レ 是
其
伊
呂
弟
水
齒
別
命
參
赴
●
令
レ 謁
。
（
履
中
記
）
こ
れ
ら
の
う
ち
「
参
赴
」
は
三
例
あ
る
。
天
神
の
御
子
の
も
と
や
宮
廷
で
開
か
れ
る
豊
楽
、
兄
履
中
天
皇
の
も
と
に
参
上
す
る
意
で
用
い
ら
れ
る
。
仁
徳
記
の
「
赴
」
の
例
は
口
子
臣
が
大
后
石
之
日
売
の
も
と
に
上
る
こ
と
を
示
す
。「
赴
」
は
「
行
」「
至
」
で
は
置
き
換
え
ら
れ
ず
、
身
分
の
下
の
者
が
神
や
天
皇
、
も
し
く
は
天
皇
に
準
ず
る
絶
対
的
な
相
手
の
と
こ
ろ
に
上
が
る
際
に
用
い
ら
れ
る
。
次
に
日
本
書
紀
の
例
を
い
く
つ
か
あ
げ
る
。
○（
味
耜
高
根
、
）
忿
然
作
色
曰
、
友
之
	、
理
宜
二
相
弔
一 。
故
不
レ
憚
二
汚
穢
一 、

自
赴
●
哀
。
（
神
代
下
第
九
段
本
文
）
○
爰
越
人
參
赴
●
之
焉
。
（
仲
哀
元
年
閏
十
一
月
）
○
願
密
之
、
參
二 赴
●
干
一 、
辨
レ 無
レ 罪
、
而
後
死
不
レ
也
。
（
応
神
九
年
四
月
）
○（
國
樔
）
然
自
レ 此
之
後
、
參
赴
●
以
獻
二 土
毛
一 。
（
応
神
十
九
年
十
月
）
○（
前
略
）
子
他
旱
岐
等
、
與
二
任
那
日
本
府
吉
備
臣
一 、
往
二
赴
●
百
濟
一 、
聽
二
詔
書
一 。
（
欽
明
二
年
四
月
）
○（
理
勢
臣
）
然
不
レ 從
、
而
赴
●
二 于
斑
鳩
一 、
住
二 於
泊
王
宮
一 。
（
舒
明
即
位
前
紀
）
○
是
日
、
正

等
、
參
二 赴
●
宮
中
一 、
而

矣
。
（
朱
鳥
元
年
七
月
）
○
甲
申
、
下
搶
廣
肆
田
中
臣
法
呂
與
二
大
貳
守
君
苅
田
等
一 、
二
於
羅
一 、
赴
●
中
天
皇
喪
上 。
（
持
統
元
年
正
月
）
○
羅
奉
レ
勅
人
、
元
來
用
二
蘇
位
一 。
今
將
二
復
爾
一 。
由
レ
是
、
法
呂
等
、
不
レ
得
レ
奉
二
宣
赴
●
 之
詔
一 。
（
持
統
三
年
五
月
）
持
統
紀
の
二
例
は
大
系
本
で
「
赴 つ
ぐ
」
と
訓
ま
せ
る
例
で
あ
る
。
尾
崎
氏
の
訓
み
は
こ
の
例
に
拠
る
!。
欽
明
紀
は
使
者
が
百
済
王
の
詔
書
を
承
る
例
で
あ
る
し
、
他
の
用
例
も
、
神
代
紀
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
同
等
の
立
場
の
者
か
、
家
臣
や
身
分
の
低
い
存
在
が
、
礼
を
つ
く
し
て
天
皇
も
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
相
手
の
と
こ
ろ
に
参
上
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
の
が
「
赴
」
で
あ
り
、
極
め
て
限
定
的
な
用
法
で
あ
ろ
う
。
ツ
グ
の
訓
み
は
そ
の
中
で
も
特
殊
で
あ
り
、
オ
モ
ブ
ク
と
訓
ん
で
や
り
過
ご
す
の
意
に
と
る
の
は
難
し
く
、
ユ
ク
と
訓
む
の
が
穏
当
と
思
わ
れ
る
。
「
喪
船
」
は
中
国
文
献
に
も
登
場
し
、
顔
之
推
の
「
"寃
記
#」
に
は
次
の
よ
う
な
話
が
あ
る
。
（
句
読
点
は
筆
者
が
付
し
た
。
以
下
同
じ
。）
瑯
溪
諸
垳
覆
、
永
嘉
年
為
元
真
太
守
。
家
累
悉
在
揚
都
。
唯
將
長
子
元
崇
送
職
。
覆
於
郡
病
亡
。
元
崇
年
始
十
九
。
送
喪
欲
還
。
覆
門
生
何
法
司
貧
其
資
貨
。
與
伴
共
推
元
崇
墮
水
而
死
。
因
分
其
財
。
爾
夜
元
崇
母
陳
氏
夢
、
元
崇
還
$叙
亡
父
事
%身
被
殺
委
曲
。
屍
骸
流
漂
怨
酷
無
雙
。
（
中
略
）
具
疏
&夢
囎
二
徐
驗
之
。
二
徐
道
遇
諸
'喪
○
船
○
。
驗
其
父
子
亡
日
如
鬼
語
。
乃
收
其
行
兇
二
人
。
即
皆
(服
依
法
殺
之
。
更
差
人
送
喪
揚
都
。
省
略
部
を
含
め
た
概
略
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
瑯
溪
の
諸
'覆
は
元
真
太
守
と
な
る
が
病
没
す
る
。
長
子
の
元
崇
は
そ
の
喪
を
弔
お
う
と
す
る
が
、
部
下
の
何
法
僧
に
そ
の
財
を
盗
ら
れ
水
に
堕
さ
れ
て
死
ぬ
。
あ
る
夜
、
母
陳
氏
の
夢
に
元
崇
が
現
れ
恨
み
を
訴
え
る
。
陳
氏
が
児
の
眠
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
濡
れ
て
い
た
。
家
の
者
は
号
泣
し
、
徐
森
之
と
徐
道
に
そ
の
内
容
を
確
か
め
さ
せ
た
。
二
人
は
道
に
諸
'の
喪
船
に
遇
う
。
其
の
父
子
の
亡
日
を
確
か
め
さ
せ
る
と
、
鬼
語
に
あ
っ
た
通
り
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
人
を
遣
し
て
喪
を
揚
都
に
送
っ
た
。
「
喪
船
」
は
、
遺
骸
を
収
め
て
揚
子
江
を
上
る
船
で
あ
る
。
同
様
の
話
は
、
法
苑
珠
林
巻
四
十
四
や
寃
覧
志
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
喪
船
―７―
の
性
格
は
中
国
と
日
本
で
は
大
き
な
隔
た
り
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
巣
山
古
墳
か
ら
出
土
し
た
木
製
の
船
は
喪
船
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
へ
り
の
部
分
に
独
特
の
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
喪
船
は
外
か
ら
見
る
と
識
別
出
来
る
構
造
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
一
方
「
空
船
」
は
『
三
國
志
』
寞
志
巻
十
五
に
出
て
く
る
。
（
前
略
）
柔
嘗
使
琮
齎
米
數
千
斛
到
寞
、
有
所
市
易
。
葆
至
、
皆
散
用
、
空
●
船
●
而
還
。
柔
大
怒
、
琮
頓
首
曰
（
後
略
）
柔
は
米
数
千
斛
を
寞
に
送
ろ
う
と
す
る
が
、
全
琮
が
そ
の
米
を
市
易
で
使
っ
て
し
ま
い
空
船
に
し
て
還
っ
た
の
で
、
柔
は
大
変
怒
る
。
し
か
し
後
に
柔
は
、
全
の
説
明
が
理
に
適
っ
て
い
た
の
で
す
ば
ら
し
い
と
思
っ
た
。
同
様
の
話
は
『
廣
博
物
志
』
の
巻
四
十
二
に
、
寞
志
の
引
用
と
し
て
記
さ
れ
る
。
ま
た
『
法
苑
珠
林
』
の
巻
第
十
八
に
は
、
厳
恭
が
亀
を
放
生
す
る
話
が
あ
る
。
陳
揚
州
嚴
恭
者
本
是
泉
州
人
。
家
富
於
財
而
無
兄
弟
。
父
母
愛
恭
言
無
違
。
陳
太
建
初
、
恭
年
弱
冠
讀
於
父
母
。
願
得
五
襯
錢
、
往
揚
州
市
易
。
父
母
從
之
。
恭
船
載
物
而
下
。
去
揚
州
數
十
里
。
江
中
一
船
載
亀
。
將
詣
市
賣
之
。
恭
念
亀
當
死
、
因
請
贖
之
。
謂
亀
主
曰
、
我
正
有
五
襯
錢
、
願
以
贖
之
。
亀
主
喜
取
錢
、
付
亀
而
去
。
恭
盡
以
亀
放
江
中
。
而
空
●
船
●
詣
揚
州
。
其
亀
主
別
恭
行
十
餘
里
。
（
後
略
）
こ
の
後
、
恭
が
五
万
銭
で
贖
っ
て
助
け
た
亀
は
、
五
十
人
の
客
と
な
り
恭
の
父
母
の
も
と
を
訪
れ
る
。
寞
志
の
話
は
船
に
米
が
な
い
状
態
、
法
苑
珠
林
の
話
は
売
る
は
ず
で
あ
っ
た
亀
が
全
く
い
な
く
な
っ
た
状
態
を
そ
れ
ぞ
れ
空
船
と
し
て
い
る
。
空
船
は
空
の
船
の
意
で
あ
る
が
、
目
的
と
す
る
も
の
が
船
の
中
に
な
い
状
態
を
さ
す
。
当
該
条
に
お
い
て
、
喪
船
に
は
計
略
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
軍
勢
が
乗
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
空
船
と
す
る
の
は
理
屈
に
あ
わ
な
い
と
し
て
喪
船
と
空
船
を
同
一
と
み
な
い
立
場
は
、
訓
み
の
面
で
問
題
を
残
す
こ
と
に
な
る
。
原
文
に
錯
誤
が
な
い
と
し
て
読
む
な
ら
ば
、
次
に
示
し
た
よ
う
に
（
）
の
意
を
補
い
、
（
忍
熊
王
）
赴
喪
船
（
而
）
將
攻
（
其
喪
船
）
、
（
其
喪
船
是
）
空
船
（
焉
）
、
爾
（
大
后
）
自
其
喪
船
下
軍
、（
忍
熊
王
與
大
后
）
相
戰
（
焉
）。
と
し
て
、
「
喪
船
に
赴
き
攻
め
む
と
す
る
も
空
船
な
り
き
」
と
訓
む
の
が
、
構
文
措
字
上
穏
当
と
思
わ
れ
る
。
従
来
訓
ま
れ
て
き
た
よ
う
に
、
動
詞
「
攻
」
は
名
詞
「
空
船
」
を
目
的
語
と
し
な
い
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
空
船
は
中
国
文
献
の
用
例
か
ら
一
語
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
ウ
ツ
ボ
ブ
ネ
の
訓
み
は
同
時
代
の
用
例
が
な
く
無
理
が
あ
り
、
通
説
の
よ
う
に
ム
ナ
フ
ネ
と
訓
む
。
で
は
次
に
忍
熊
王
が
喪
船
を
攻
め
た
理
由
を
考
え
て
い
き
た
い
。
忍
熊
王
が
、
宇
気
比
に
よ
っ
て
香
坂
王
が
殺
さ
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
戦
い
を
挑
ん
だ
の
は
、
自
ら
が
皇
位
の
正
統
な
継
承
者
で
あ
る
と
名
の
り
を
あ
げ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
全
註
釈
は
そ
の
理
由
を
「
御
子
の
柩
を
奪
ひ
取
ら
う
と
し
て
喪
船
を
攻
め
た
	」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
来
は
喪
船
に
安
置
し
て
あ
る
は
ず
の
遺
骸
は
な
か
っ
た
の
で
、
空
船
と
表
現
し
た
と
思
わ
れ
る
。
瀧
口
泰
行
氏
は
、

喪
船
を
殯
宮
儀
礼
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
、
喪
船
が
計
略
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
え
た
の
は
、
喪
船
（
＝
殯
宮
）
に
は
御
子
の
遺
骸
と
神
功
皇
后
以
外
は
従
女
と
水
手
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
を
前
提
と
し
て
お
り
、
四
、
五
世
紀
頃
の
男
王
位
の
継
承
は
先
帝
の
皇
后
に
よ
っ
て
認
証
さ
れ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
す
る
。
和
田
萃
氏
に
よ
れ
ば
、
先
帝
の
殯
宮
儀
礼
を
行
い
埋
葬
を
終
え
る
こ
と
が
即
位
の
条
件
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
全
講
が
指
摘
す
る
よ
う
に
喪
船
に
は
仲
哀
天
皇
の
柩
が
載
せ
ら
れ
て
い
た
と
す
る
見
方
も
容
認
さ
れ
よ
う
。
皇
位
継
承
有
資
格
者
の
忍
熊
王
の
即
位
に
は
喪
船
に
あ
る
先
帝
の
遺
骸
、
天
皇
霊
を
奪
い
取
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
御
子
が
亡
く
な
っ
た
の
は
偽
り
で
―８―
あ
り
、
生
ま
れ
て
日
数
も
経
な
い
御
子
が
喪
船
に
乗
せ
ら
れ
擬
死
の
状
態
を
経
る
と
語
ら
れ
る
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
守
屋
俊
彦
氏
は
、
フ
ネ
は
中
空
の
容
器
を
意
味
し
、
古
層
に
お
い
て
は
空
船
は
喪
船
と
同
じ
も
の
と
捉
え
る
。
尾
崎
暢
殃
は
、
東
上
す
る
喪
船
は
、
日
の
御
子
が
死
の
階
梯
を
経
て
天
皇
と
し
て
誕
生
す
る
た
め
に
こ
も
る
船
で
あ
り
、
仲
哀
の
生
ま
れ
か
わ
り
は
応
神
と
み
な
さ
れ
、
他
界
か
ら
や
っ
て
来
た
日
の
御
子
の
船
は
、
思
想
上
は
わ
が
国
の
水
辺
に
接
岸
し
な
い
限
り
は
喪
船
で
あ
る
と
す
る
。
喪
船
は
思
想
的
に
は
天
の
石
屋
戸
や
无
間
勝
間
の
小
船
と
同
様
に
中
に
隠
る
太
陽
神
や
日
の
御
子
が
、
仮
死
状
態
を
経
て
再
誕
す
る
た
め
の
呪
具
で
あ
り
、
他
界
と
こ
の
世
を
媒
介
し
、
新
た
な
る
存
在
の
誕
生
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。
品
陀
和
気
命
の
喪
船
に
よ
る
東
上
は
、
天
照
の
石
屋
戸
隠
り
に
お
け
る
復
活
再
生
の
モ
チ
ー
フ
と
重
ね
合
わ
せ
て
描
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
三
「
易
名
」
忍
熊
王
を
討
ち
破
っ
た
品
陀
和
気
は
、
建
内
宿
に
伴
わ
れ
、
角
鹿
に
禊
に
赴
く
。
そ
こ
で
行
わ
れ
る
神
と
の
名
易
え
の
場
面
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
故
、
建
宿
命
、
二
其
太
子
一 、
爲
レ
將
レ
禊
而
、
經
二

淡
	

若
狹
國
一
之
時
、
於
二
高
志
之
角
鹿
一 、
二
假
宮
一
而
坐
。
爾
坐
二
其
地
一
伊
奢
沙
和
氣
大
神
之
命
、
見
レ
於
二
夜
夢
一
云
●
、
以
二
吾
名
一
欲
レ
易
二
御
子
之
御
名
一 。
爾
言
白
之
、
恐
、
隨
レ
命
易
奉
、
亦
其
神
詔
○
、
明
日
之
旦
、
應
レ
幸
レ
於
レ
濱
。
獻
二
易
レ
名
之
幣
一 。
故
、
其
旦
幸
二
行
于
一レ
濱
之
時
、
毀
レ
鼻
入
鹿
魚
、
依
二
一
浦
一 。
於
レ
是
御
子
、
令
レ
白
レ
于
レ
云
●
。
於
レ
我
給
二
御
食
之
魚
一 。
故
、
亦
稱
二
其
御
名
一 、
號
二
御
津
大
神
一 。
故
、
於
レ
今
謂
二
氣
比
大
神
一
也
。
亦
其
入
鹿
魚
之
鼻
血
槌
。
故
、
號
二 其
浦
一 謂
二 血
浦
一 。
今
謂
二
奴
賀
一 也
。
三
品
彰
英
は
、
「
禊
」
と
「
名
易
え
」
に
成
年
儀
礼
を
見
、
西
宮
一
民
は
「
禊
」
を
太
子
の
計
略
的
な
死
の
穢
れ
を
除
去
す
る
も
の
と
見
、
国
覓
ぎ
、
御
食
、
酒
楽
の
歌
と
続
く
構
成
を
、
即
位
大
嘗
の
儀
礼
の
表
象
と
捉
え
る
。
こ
の
名
易
え
の
場
面
は
、
太
子
の
命
名
の
由
来
と
も
関
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
以
二
吾
名
一
欲
レ
易
二
御
子
之
御
名
一 。
」
に
つ
い
て
は
、
「
吾
が
名
を
御
子
の
御
名
に
易
へ
ま
く
欲
し
」
と
読
み
、
そ
の
解
釈
に
は

神
が
太
子
の
名
を
自
分
の
名
と
し
て
替
え
る
神
の
名
を
も
っ
て
太
子
の
名
に
替
え
る
と
も
に
名
を
交
換
す
る
の
三
説
が
あ
る
。
記
伝
で
は
を
と
る
が
、
新
講


評
釈
は
を
と
る
。
古
事
記
に
お
い
て
は
名
易
え
に
よ
っ
て
神
と
御
子
の
名
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
の
説
は
明
確
な
説
明
が
出
来
な
い
。
田
中
智
樹
氏
は
、「
以
」
を
手
段
方
法
と
と
り
、「
吾
が
名
を
も
っ
て
御
子
の
名
を
替
え
る
」
と
い
う
見
方
を
提
示
す
る
が
、
「
以
」
は
「
…
を
…
に
す
る
」
と
目
的
格
と
と
る
の
が
穏
当
と
思
わ
れ
る
。
古
事
記
に
お
い
て
「
易
」
を
替
え
る
意
に
用
い
る
の
は
次
の
九
例
で
あ
る
。
1故
爾
伊
邪
那
岐
命
詔
之
、
愛
我
那
邇
妹
命
乎
、
謂
下 易
●
二 子
之
一
木
一 乎
上 、
（
上
巻
）
2爾
火
理
命
、
謂
下 其
兄
火
照
命
、
各
相
二
易 ●佐
知
一 欲
上
レ
用
、
（
上
巻
）
3然
纔
得
二 相
易
●
一 。
（
上
巻
）
4我
與
レ 兄
易
●
レ 鉤
而
、
失
二 其
鉤
一 。
（
上
巻
）
5爾
倭
建
命
、
自
レ 河
先
上
、
取
二
佩出
雲
建
之
解
横
刀
一 而
詔
レ 易
●
レ 刀
。
（
景
行
記
）
6爾
其
后
、
名
弟
橘
比
賣
命
白
之
、
妾
易
●
二
御
子
一
而
入
二
	中
一 。
御
子
 、
!レ
"之
政
應
二
覆
奏
一 。
（
景
行
記
）
7以
二 吾
名
一 欲
レ 易
●
二
御
子
之
御
名
一 。
（
仲
哀
記
当
該
条
）
8爾
言
白
之
、
恐
、
隨
レ 命
易
●
奉
、
（
仲
哀
記
当
該
条
）
9亦
其
神
詔
、
明
日
之
旦
、
應
レ 幸
レ 於
レ 濱
。
獻
二 易
●
レ 名
之
幣
一 。
（
仲
哀
記
当
該
条
）
こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
、
1は
親
か
ら
子
へ
の
命
の
継
承
、
死
と
生
が
描
か
れ
る
。
2
―９―
と3は
「
相
易
」
と
あ
り
、
お
互
い
の
幸
の
交
換
、
4も
「
我
與
兄
易
」
と
あ
り
、
2
と
3の
例
に
準
ず
る
。
5は
本
来
は
刀
に
こ
も
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
霊
威
を
交
換
す
る
意
で
あ
る
が
、
倭
建
の
刀
は
木
刀
に
す
り
替
え
ら
れ
て
い
た
為
に
、
等
価
で
は
な
い
。
6
は
渡
神
が
欲
し
た
倭
建
に
替
わ
っ
て
犠
牲
に
な
る
こ
と
を
申
し
出
た
弟
橘
比
売
が
渡
神
の
も
と
へ
召
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
を
見
る
と
、
易
え
合
う
二
つ
の
存
在
の
背
景
に
は
二
つ
の
世
界
が
横
た
わ
り
、
相
手
の
世
界
を
自
分
の
も
の
に
す
る
支
配
権
の
確
立
の
問
題
が
絡
ん
で
い
る
。
1は
黄
泉
国
と
現
世
が
対
立
す
る
世
界
と
な
り
、
伊
邪
那
美
は
黄
泉
大
神
と
な
る
。
2
3
4で
は
幸
交
換
の
背
景
に
、
海
の
世
界
と
山
の
世
界
の
支
配
権
の
獲
得
が
絡
ん
で
お
り
、
山
幸
は
兄
を
服
従
さ
せ
て
二
つ
の
世
界
の
支
配
者
と
な
る
。
5は
大
和
と
出
雲
の
対
立
が
背
景
に
あ
り
、
出
雲
建
を
殺
し
た
倭
建
は
、
出
雲
を
大
和
朝
廷
の
支
配
下
に
お
く
。
6は
弟
橘
比
売
が
走
水
渡
の
神
を
鎮
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
倭
建
が
東
国
へ
の
制
海
権
を
手
に
入
れ
、
東
方
十
二
道
を
平
定
す
る
。
特
に
2
3
4
5
6に
お
い
て
は
、
水
の
霊
威
や
海
の
支
配
権
を
手
に
入
れ
た
者
が
勝
者
と
な
る
。
藤
澤
友
祥
氏
は
、
「
易
名
」
は
、
大
神
が
太
子
に
名
を
差
し
上
げ
て
服
属
し
た
、
と
解
釈
す
る
。
当
該
条
に
お
い
て
、
息
長
帯
比
売
と
品
陀
和
気
に
海
の
支
配
原
理
を
も
た
ら
す
の
は
最
初
の
神
託
に
出
現
す
る
住
吉
三
神
と
い
う
流
れ
が
あ
り
、
こ
こ
で
御
子
が
天
皇
と
な
る
べ
き
資
格
を
名
易
え
に
よ
っ
て
授
け
る
の
が
気
比
大
神
と
考
え
ら
れ
る
。
お
互
い
に
名
を
交
換
す
る
例
は
仁
徳
紀
元
年
正
月
の
条
に
み
ら
れ
る
。
天
皇
生
日
、
木
入
二
于
殿
一 。
明
旦
、
譽
田
天
皇
、
喚
二
大
臣
武
宿
一
語
之
曰
、
是
何
瑞
也
。
大
臣
對
言
、
吉
祥
也
。
復
當
二
昨
日
、
臣
妻
時
一 、
鷦
鷯
入
二
于
屋
一 。
是
亦
異
焉
。
爰
天
皇
曰
、
今
之
子
與
二
大
臣
之
子
一 、
同
日
共
。
並
有
レ
瑞
。
是
天
之
表
焉
。
以
爲
、
取
二
其
鳥
名
一 、
各
相
●
易
●
名
●
レ
子
、
爲
二
後
葉
之
契
一
也
。
則
取
二
鷦
鷯
名
一 、
以
名
二
太
子
一 、
曰
二 大
鷦
鷯
皇
子
一 。
取
二 木
名
一 、
號
二 大
臣
之
子
一 、
曰
二 木
宿
一 。
二
人
の
間
の
名
の
交
換
は
「
各
相
易
名
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
海
幸
山
幸
の
幸
の
交
換
も
「
相
易
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
の
で
、
当
該
条
は
神
と
御
子
と
の
名
の
交
換
と
い
う
意
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
気
比
大
神
が
夢
の
中
で
告
げ
た
言
葉
は
、
「
云
●
」
で
表
さ
れ
て
い
る
が
、
一
箇
所
だ
け
「
其
神
詔
○
」
と
「
詔
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
谷
口
雅
博
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
詔
」
が
神
に
使
用
さ
れ
る
場
合
は
原
則
的
に
高
天
原
の
神
々
に
限
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
箇
所
は
唯
一
の
例
外
で
あ
り
、
越
の
国
の
土
地
の
神
と
み
ら
れ
る
こ
の
神
に
「
詔
」
が
用
い
ら
れ
た
理
由
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
	。
「
易
名
」
が
語
ら
れ
る
の
は
名
前
に
込
め
ら
れ
る
何
ら
か
の
神
霊
が
付
与
さ
れ
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
「
大
神
」
と
称
え
ら
れ
る
伊
奢
沙
和
気
大
神

気
比
大
神
の
古
事
記
に
お
け
る
位
置
の
高
さ
が
思
わ
れ
る
が
、
太
子
の
誕
生
に
は
天
照
大
神
の
託
宣
が
深
く
関
与
し
て
お
り
、
「
易
名
」
に
よ
る
太
子
の
資
格
完
成
に
は
天
照
の
神
意
が
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
中
国
文
献
に
は
「
易
名
」
の
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
次
の
二
例
は
諡
号
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。「
尚
書
古
文
疏
證
」
巻
八
に
は
、
古
者
大
臣
沒
則
錫
諡
正
以
易
●
名
●
為
之
諱
也
。
と
あ
り
、「
易
名
」
は
亡
く
な
っ
た
後
に
賜
る
も
の
と
あ
る
。
ま
た
「
呂
氏
春
秋
集
解
」
巻
二

十
九
に
、
周
人
以
諡
易
●
名
●
と
あ
る
。
諡
の
易
名
は
相
手
を
尊
崇
す
る
意
味
が
あ
る
。「
史
記
」
巻
一
百
三
十
に
は
、
殷
餘
民
、
叔
封
始
邑
、
申
以
商
亂
、
酒
材
是
告
、
朔
之
生
、
衞
頃
不
寧
、
南
子
惡

、
子
父
易
●
名
●
。
周
德
卑
、
戰
國
彊
、
衞
以
小
弱
、
角
獨
後
亡
。
嘉
彼
康
賊
、
作
衛
―10―
世
家
第
七
。
の
よ
う
に
、
南
子
が
是
を
憎
み
、
是
の
子
父
の
名
を
易
え
さ
せ
た
と
あ
る
。
次
の
例
は
、
受
命
に
よ
る
符
言
に
よ
っ
て
劉
子
駿
が
易
名
し
、
字
を
冀
と
し
て
王
位
に
つ
こ
う
と
し
た
が
殺
さ
れ
、
実
際
に
符
言
に
よ
っ
て
天
子
に
な
っ
た
の
は
劉
秀
真
で
あ
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。
融
等
於
是
召
豪
傑
諸
太
守
計
議
、
其
中
智
者
皆
曰
漢
承
堯
運
、
歴
數
延
長
。
今
皇
帝
姓
號
見
於
圖
書
、
自
前
世
博
物
道
術
之
士
谷
子
雲
、
夏
賀
良
等
、
建
明
有
再
受
命
之
符
、
言
之
久
矣
、
故
劉
子
駿
改
易
●
名
●
字
、
冀
應
其
占
。
冀
應
符
命
。
及
莽
末
、
道
士
西
門
君
惠
言
劉
秀
當
為
天
子
、
遂
謀
立
子
駿
。
事
覺
被
、
出
謂
百
姓
觀
者
曰
、
劉
秀
眞
汝
主
也
。
皆
近
事
著
、
智
者
共
見
也
。
除
言
天
命
、
且
以
人
事
論
之
、
今
稱
帝
者
數
人
、
而
洛
陽
土
地
最
廣
、
甲
兵
最
、
號
令
最
明
。
觀
符
命
而
察
人
事
、
它
姓
殆
未
能
當
也
。
（
後
漢
書
巻
二
十
三
	）
こ
の
中
で
、
歴
数
の
巡
り
を
う
け
て
今
の
皇
帝
の
姓
号
は
圖
書
（
河
の
神
が
示
し
た
予
言
）
に
表
れ
、
天
子
と
な
る
者
は
受
命
の
符
言
が
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
「
易
名
」
が
天
命
と
関
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
中
国
で
は
易
姓
革
命
の
思
想
が
あ
る
の
で
、
万
世
一
系
の
日
本
の
あ
り
方
と
、
用
例
が
一
致
す
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
次
の
易
姓
の
例
は
名
を
易
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
子
に
な
る
例
で
あ
ろ
う
。
「
漢
書
」
巻
二
十
七
中
之
上
五
行
志
第
七
中
之
上

に
は
、
泰
山
岱
宗
之
嶽
、
王
易
●
姓
●
代
之
處
、
當
有
庶
人
爲
天
子
。
と
あ
り
、「
漢
書
」
列
伝
巻
八
十
五
谷
永
杜
伝
第
五
十
五
に
は
、
則
商
不
易
●
姓
●
而
肆
興
、
と
記
さ
れ
、
易
姓
が
天
子
と
な
る
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
る
。
夢
の
中
で
詔
ら
れ
た
伊
奢
沙
和
気
大
神
命
の
「
獻
二
易
レ
名
之
幣
一 。
」
の
言
葉
は
、
天
照
の
御
心
を
受
け
た
天
命

受
命
で
あ
り
、
名
易
え
に
よ
っ
て
御
子
の
名
に
権
威
が
与
え
ら
れ
、
翌
朝
浜
に
う
ち
あ
げ
ら
れ
た
幣
の
入
鹿
は
、
天
か
ら
の
受
命
の
君
に
降
さ
れ
た
祥
瑞
で
あ
り
、
符
言
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
「
私
の
名
を
あ
な
た
に
差
上
げ
て
、
あ
な
た
の
名
と
し
た
い
。」
と
解
釈
す
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
で
は
名
易
え
に
よ
っ
て
御
子
に
は
ど
の
よ
う
な
力
が
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
西
宮
一
民
は
、
大
鞆
和
気
の
名
と
イ
ザ
サ
ワ
ケ
の
名
と
を
交
換
し
た
と
読
み
、
御
子
は
新
た
に
イ
ザ
サ
ワ
ケ
の
名
を
貰
い
、
「
イ
ザ
（
さ
ぁ
）
サ
（
神
稲
）
を
ど
う
ぞ
」
の
名
で
「
鞆
」
と
同
音
の
「
誉 ほ
む田 た
」
（
美
田
の
意
）
と
い
う
新
名
義
へ
の
転
換
の
契
機
を
与
え
ら
れ
た
と
す
る
。
そ
れ
故
伊
奢
沙
和
気
大
神
に
は
、
「
御
食
津
大
神
」
と
か
ケ
ヒ
（
食
霊
）
の
名
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
御
子
は
そ
の
食
物
神
の
霊
威
を
身
に
つ
け
て
ホ
ム
ダ
ワ
ケ
ホ
ム
ダ
天
皇
の
名
で
記
さ
れ
る
と
す
る
。
品
陀
和
気
天
皇
は
、
後
に
後
継
者
を
決
め
る
際
に
、
「
詔
別
者
、
大
山
守
命
爲
二
山
●

●
之
●
政
●
一 。
大
雀
命
執
二

●
國
●
之
●
政
●
一
以
白
賜
。
宇
遲
能
和
紀
郎
子
所
レ
知
二
天
津
日
繼
一
也
。
」
と
三
柱
の
御
子
に
分
治
を
命
じ
る
。
山
海
の
政
は
地
上
に
お
け
る
山
と
海
の
二
つ
の
支
配
領
域
の
管
理
を
掌
る
こ
と
、
食
国
の
政
は
天
皇
が
大
八
島
国
の
産
物
を
食
す
こ
と
に
よ
っ
て
国
々
を
統
治
す
る
力
を
得
る
と
い
う
思
想
に
基
づ
い
た
表
現
、
天
つ
日
継
は
天
皇
の
位
で
あ
り
、
応
神
天
皇
は
こ
の
三
つ
の
力
を
保
有
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。
山
海
の
政
は
、
父
帝
の
仲
哀
天
皇
か
ら
継
承
さ
れ
、
自
ら
が
胎
中
天
皇
と
し
て
新
羅
遠
征
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
力
で
あ
り
、
食
国
の
政
は
伊
奢
沙
和
気
大
神
に
よ
っ
て
、
ま
た
少
名
毘
古
那
神
が
醸
し
た
酒
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
力
で
あ
り
、
天
つ
日
継
は
天
照
大
御
神
の
神
託
を
得
て
「
品
陀
の
日
の
御
子
」
（
記
第
四
十
七
番
）
と
賛
え
ら
れ
る
太
陽
神
の
子
孫
、
天
つ
神
の
御
子
と
い
う
三
つ
の
資
格
が
こ
こ
で
応
神
天
皇
に
そ
な
わ
っ
た
こ
と
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に
な
る
。
天
つ
神
の
後
継
者
と
さ
れ
る
火
遠
理
命
は
日
子
穂
穂
手
見
命
と
呼
ば
れ
、
若
御
毛
沼
命
は
、
豊
御
毛
沼
命
、
神
倭
伊
波
禮
毘
古
命
の
亦
の
名
を
も
つ
。
天
つ
日
継
の
継
承
者
は
穀
霊
の
体
現
者
と
し
て
の
資
格
を
も
つ
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
御
子
の
名
が
伊
奢
沙
和
気
大
神
に
与
え
ら
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
は
判
然
と
し
な
い
が
、
大
神
と
の
名
易
え
に
よ
っ
て
太
子
は
穀
霊
の
体
現
者
と
し
て
の
資
格
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
禊
名
易
え
の
後
、
御
子
は
大
和
に
入
り
、
御
祖
息
長
帯
比
売
は
、
待
酒
を
用
意
し
て
御
子
に
奉
る
。
そ
の
歌
謡
は
、
こ
の
御
酒
は
我
が
御
酒
な
ら
ず
酒
の
司
常
世
に
坐
す
石
立
た
す
少
名
御
神
の
神
壽
き
壽
き
狂
ほ
し
豊
壽
き
壽
き
廻
し
獻
り
來
し
御
酒
ぞ
乾
さ
ず
食
せ
さ
さ
（
記
第
三
十
九
番
）
こ
の
中
に
は
御
酒
の
由
来
を
、
酒
の
神
で
常
世
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
少
名
毘
古
那
神
が
作
っ
て
奉
っ
た
酒
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
少
名
毘
古
那
神
は
大
国
主
神
と
共
に
国
作
り
を
し
た
神
で
あ
り
、
少
名
毘
古
那
か
ら
酒
が
献
ら
れ
る
の
は
、
御
子
が
常
世
に
関
る
日
の
御
子
海
の
原
理
に
支
え
ら
れ
た
存
在
穀
霊
の
体
現
者
と
し
て
承
認
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
石
田
千
尋
氏
は
、
息
長
帯
比
売
は
少
名
毘
古
那
の
神
意
を
体
現
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
日
本
霊
異
記
中
巻
第
二
十
四
縁
に
は
、
朝
鮮
半
島
に
つ
な
が
る
敦
賀
か
ら
琵
琶
湖
を
経
て
諾
楽
に
至
る
水
上
輸
送
の
ル
ー
ト
が
見
ら
れ
る
。
息
長
帯
比
売
は
、
琵
琶
湖
東
岸
坂
田
郡
の
息
長
氏
と
、
但
馬
の
渡
来
氏
族
の
子
孫
で
あ
り
、
角
鹿
か
ら
大
和
へ
の
ル
ー
ト
も
比
売
の
出
自
が
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
青
木
由
紀
子
氏
は
、
海
幸
山
幸
神
話
と
神
功
皇
后
伝
承
を
比
較
し
、
新
し
い
秩
序
の
支
配
者
は
海
の
原
理
を
そ
の
根
拠
と
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
朝
鮮
半
島
に
開
か
れ
た
二
つ
の
入
口
を
お
さ
え
た
品
陀
和
気
は
、
海
外
を
天
下
に
組
み
入
れ
た
新
し
い
時
代
の
支
配
者
に
ふ
さ
わ
し
い
。
お
わ
り
に
応
神
天
皇
の
系
譜
を
記
す
と
次
頁
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
オ
ホ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
オ
シ
ロ
ワ
ケ
（
景
行
）
の
名
に
含
ま
れ
た
「
タ
ラ
シ
」
は
、
ワ
カ
タ
●
ラ
●
シ
●
ヒ
コ
（
成
務
）
に
受
け
継
が
れ
、
タ
●
ラ
●
シ
●
ナ
カ
ツ
ヒ
コ
（
仲
哀
）
に
継
承
さ
れ
る
。
タ
●
ラ
●
シ
●
ナ
カ
ツ
ヒ
コ
と
オ
キ
ナ
ガ
タ
●
ラ
●
シ
●
ヒ
メ
と
い
う
タ
ラ
シ
を
名
に
含
む
父
母
か
ら
誕
生
し
た
ホ
ム
ダ
ワ
ケ
（
応
神
）
の
名
に
は
タ
ラ
シ
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
オ
ホ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
オ
シ
ロ
ワ
ケ
の
日
継
の
御
子
の
一
柱
で
あ
っ
た
イ
ホ
キ
ノ
イ
リ
ヒ
コ
は
、
「
尾
張
の
、
建
伊
那
陀
宿
の
女
、
志
理
都
紀
斗
賣
」
と
結
婚
し
、
品
●
陀
●
真
若
王
が
誕
生
す
る
。
こ
の
王
の
三
柱
の
女
王
が
品
●
陀
●
和
気
と
婚
姻
を
し
、
中
日
売
命
所
生
の
大
雀
命
が
即
位
す
る
。
景
行
天
皇
か
ら
分
れ
た
「
タ
ケ
ル
」「
タ
ラ
シ
」「
イ
リ
ヒ
コ
」
の
三
つ
の
系
統
は
、
系
譜
上
は
品
陀
和
気
に
統
合
さ
れ
	、
ホ
ム
ダ
ワ
●
ケ
●
に
は
、
オ
ホ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
オ
シ
ロ
ワ
●
ケ
●
の
ワ
●
ケ
●
が
継
承
さ
れ
る
。
こ
の
ワ
ケ
は
、
大
雀
命
の
二
柱
の
御
子
の
イ
ザ
ホ
ワ
●
ケ
●
と
タ
ヂ
ヒ
ノ
ミ
ヅ
ハ
ワ
●
ケ
●
に
受
け
継
が
れ
る
。
直
木
孝
次
郎
氏
は
、
応
神

仁
徳
か
ら
新
し
い
王
朝
が
始
ま
る

と
す
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
易
名
」
は
新
し
い
王
者
の
誕
生
と
関
わ
り
、
伊
奢
沙
和
●
気
●
大
神
か
ら
名
を
給
り
、
大
帯
日
子
淤
斯
呂
和
●
気
●
命
か
ら
和
●
気
●
の
名
を
継
承
し
た
品
陀
和
気
が
、
タ
ラ
シ
系
か
ら
別
れ
て
分
家
独
立
し
、
成
人
と
し
て
天
つ
日
継
を
継
承
す
る
意
を
反
映
し
た
の
が
息
長
帯
比
売
命
と
品
陀
和
気
命
の
伝
承
だ
と
思
わ
れ
る
。
「
和
気
別
」
の
名
を
も
つ
皇
族
は
、
孝
霊
の
御
子
の
日
子
刺
肩
別
命
、
孝
元
の
孫
の
建
沼
河
別
命
と
比
古
伊
那
許
士
別
命
、
開
化
の
御
子
の
建
豊
波
豆
羅
和
気
、
曽
孫
の
朝
廷
別
王
、
垂
仁
の
御
子
の
品
牟
都
和
気
命
、
沼
帯
別
命
、
伊
許
婆
夜
和
気
命
、
落
別
王
、
伊
登
志
別
王
、
石
衝
別
王
、
景
行
記
で
は
、
大
帯
日
子
淤
斯
呂
和
気
天
皇
、
そ
の
御
子
の
角
別
王
、
押
別
命
、
豊
戸
別
王
、
豊
国
別
王
、
倭
建
命
の
子
の
稲
依
別
王
、
足
鏡
別
王
、
息
長
田
別
王
、
仲
哀
の
御
子
の
品
夜
和
気
命
と
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⑧（
孝
元
天
皇
）
大
倭
根
子
日
子
国
玖
琉
命
内
色
許
売
命
⑨（
開
化
天
皇
）
若
倭
根
子
日
子
大
毘
毘
命
大
毘
古
命
意
都
比
売
命
袁
都
比
売
命
御
真
津
比
売
命
日
子
坐
王
1
丹
波
比
古
多
多
須
美
和
宇
斯
王
伊
迦
賀
色
許
売
命 御
真
木
入
日
子
印
恵
命
⑩（
崇
神
天
皇
）意
富
阿
麻
比
売
伊
久
米
伊
理
毘
古
伊
佐
知
命
⑪（
垂
仁
天
皇
）
大
帯
日
子
淤
斯
呂
和
気
命
⑫（
景
行
天
皇
）
針
間
之
伊
那
毘
能
大
郎
女
八
坂
之
入
日
子
命
八
坂
之
入
日
売
命 五
百
木
之
入
日
子
命
若
帯
日
子
命
⑬（
成
務
天
皇
）
迦
具
漏
比
売
命
※
志
理
都
紀
斗
売
弟
橘
比
売
命
若
建
王
布
多
遅
能
伊
理
毘
売
命
飯
野
真
黒
比
売
須
売
伊
呂
大
中
日
子
王
柴
野
比
売 迦
具
漏
比
売
命
※
大
江
王
大
帯
日
子
天
皇
（
景
行
天
皇
）
銀
王
大
中
比
売
命
忍
熊
王
香
坂
王
大
雀
命
⑯（
仁
徳
天
皇
） 蝮
之
水
歯
別
命
⑱（
反
正
天
皇
）
男
浅
津
間
若
子
宿
命
⑲（
允
恭
天
皇
）
伊
邪
本
和
気
命
⑰（
履
中
天
皇
）
弟
苅
田
刀
辨
2山
代
之
大
筒
木
真
若
王
丹
波
能
阿
治
佐
波
毘
売3迦
邇
米
雷
王
高
材
比
売
4
天
之
日
矛
前
津
見
新
羅
の
国
主
の
子
多
遲
摩
母
呂
須
玖
1
多
遲
摩
斐
泥
2
多
遲
摩
比
那
良
岐
3
多
遲
麻
毛
理
4 多
遲
摩
比
多
訶
清
日
子
當
摩
之
咩
斐
酢
鹿
之
諸
男
5菅
竈
由
良
度
美
息
長
宿
王
城
之
高
額
比
売
命
6
7（
神
功
皇
后
）
5
品
陀
和
気
命
⑮（
応
神
天
皇
）
息
長
帯
比
売
命
帯
中
津
日
子
命
⑭（
仲
哀
天
皇
）
品
陀
真
若
王
中
日
売
命 石
之
日
売
命
氷
須
比
売
命
倭
建
命
息
長
水
依
比
売
品
陀
和
気
命
（
大
鞆
和
気
命
）、
応
神
の
御
子
の
速
總
別
命
、
仁
徳
の
御
子
の
伊
邪
本
和
気
命
と
水
歯
別
命
の
二
十
四
人
で
あ
る
。
和
気
の
名
を
も
つ
者
で
即
位
す
る
の
は
応
神
記
ま
で
は
景
行
と
応
神
だ
け
で
あ
る
。
大
久
間
喜
一
郎
は
、
景
行
天
皇
を
除
い
て
は
、
そ
れ
ま
で
は
和
気
の
称
号
を
も
つ
皇
族
た
ち
は
天
皇
に
は
な
り
得
ず
、
地
方
豪
族
の
祖
と
伝
え
ら
れ
る
人
々
が
多
く
、
仁
徳
朝
に
入
っ
て
か
ら
は
「
和
気
別
」
が
高
貴
の
意
味
を
も
つ
尊
称
へ
変
質
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
指
摘
す
る
。
古
事
記
の
説
く
歴
史
の
転
換
期
に
位
置
す
る
の
が
品
陀
和
気
命
と
い
え
よ
う
。
仲
哀
記
は
仲
哀
天
皇
の
崩
御
を
記
し
、
息
長
帯
比
売
と
品
陀
和
気
の
伝
承
を
語
り
、
末
尾
に
天
皇
の
宝
算
御
陵
の
記
事
を
記
す
。
前
天
皇
の
殯
と
埋
葬
を
終
え
た
品
陀
和
気
命
が
、
日
継
を
継
承
し
て
天
皇
と
し
て
承
認
さ
れ
る
皇
位
継
承
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
神
託
に
応
え
た
新
し
い
王
者
の
誕
生
を
、
「
喪
船
」
と
「
易
名
」
の
モ
チ
ー
フ
を
組
み
込
み
な
が
ら
、
天
照
の
二
度
の
誕
生
禊
祓
に
よ
る
み
あ
れ
と
天
の
石
屋
戸
神
話
に
お
け
る
皇
祖
神
の
誕
生
と
重
ね
て
描
写
し
た
と
こ
ろ
に
当
該
伝
承
の
特
徴
が
あ
ろ
う
。
〔
注
〕
①
石
田
英
一
郎
『
桃
太
郎
の
母
』
一
九
六
六
年
十
月
講
談
社
。
三
品
彰
英
『
増
補
日
鮮
神
話
伝
説
の
研
究
三
品
彰
英
論
文
集
第
四
巻
』
一
九
七
二
年
四
月
平
凡
社
。
両
書
に
は
、
海
上
か
ら
や
っ
て
来
た
女
神
が
、
海
浜
で
御
子
神
を
出
産
す
る
と
い
う
神
話
伝
説
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
②
中
村
啓
信
「
神
功
皇
后
説
話
の
形
成
」
『
國
學
院
雜
誌
』
第
一
一
二
巻
第
十
一
号
二
〇
一
一
年
十
一
月
③
永
藤
靖
「
神
功
皇
后
伝
承
の
一
考
察
国
家
幻
想
と
し
て
の
他
界
と
母
性
」
『
明
治
大
学
文
学
部
紀
要
文
芸
研
究
』
第
六
五
号
一
九
九
一
年
二
月
④
阪
下
圭
八
「
大
鞆
和
気
と
い
う
名
前
」
『
古
事
記
の
語
り
起
源
命
名
神
話
』
二
〇
〇
二
年
四
月
笠
間
書
院
⑤
神
野
志
隆
光
「
応
神
天
皇
の
物
語
」
『
古
事
記
の
天
皇
古
事
記
研
究
大
系
6』
一
九
九
四
年
八
月
高
科
書
店
⑥
谷
口
雅
博
「
神
功
皇
后
新
羅
征
討
伝
説
の
神
話
性
」
『
古
事
記
の
表
現
と
文
脈
』
二
〇
〇
八
年
十
一
月
お
う
ふ
う
⑦
西
宮
一
民
『
古
事
記
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
一
九
七
九
年
六
月
新
潮
社
の
頭
注
の
指
摘
⑧
谷
口
雅
博
「
詔
字
の
使
用
意
識
」『
古
事
記
の
表
現
と
文
脈
』
二
〇
〇
八
年
十
一
月
お
う
ふ
う
⑨
壬
生
幸
子
「
古
事
記
に
お
け
る
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
伝
承
表
記
論
に
よ
る
古
事
記
読
解
の
試
み
」
『
青
木
生
子
博
士
頌
寿
記
念
論
集
上
代
文
學
の
諸
相
』
一
九
九
三
年
五
月
塙
書
房
⑩
前
掲
書
⑥
⑪
『
日
本
書
紀
上
日
本
古
典
文
学
大
系
67』
一
九
六
七
年
三
月
岩
波
書
店
の
頭
注
の
指
摘
⑫
和
田
萃
「
殯
の
基
礎
的
考
察
」
『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
祭
祀
信
仰
上
』
一
九
九
五
年
三
月
塙
書
房
⑬
及
川
智
早
「
古
事
記
と
殯
記
編
纂
者
の
理
念
」
『
国
文
学
研
究
』
第
一
〇
二
号
一
九
九
〇
年
十
月
⑭
前
掲
書
⑨
⑮
前
掲
書
⑨
⑯
大
野
晋
編
『
本
居
宣
長
全
集
第
十
一
巻
』
一
九
六
九
年
三
月
筑
摩
書
房
⑰
倉
野
憲
司
校
注
『
古
事
記
日
本
古
典
文
学
大
系
1』
一
九
五
八
年
六
月
岩
波
書
店
⑱
中
島
悅
次
『
古
事
記
評
釋
』
一
九
三
〇
年
四
月
山
堂
出
版
部
⑲
倉
野
憲
司
『
古
事
記
全
註
釈
第
六
巻
中
巻

	』
一
九
七
九
年
十
一
月
三
省
堂
⑳
荻
原
浅
男
鴻
巣
隼
雄
校
注
『
古
事
記
上
代
歌
謡
日
本
古
典
文
学
全
集
一
』
一
九
七
三
年
十
一
月
小
学
館


岡
田
精
司
「
天
皇
家
始
祖
神
話
の
研
究
」
『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
一
九
七
〇
年
四
月
塙
書
房

次
田
真
幸
『
古
事
記
全
訳
注
講
談
社
学
術
文
庫
208』
一
九
八
〇
年
十
二
月
講
談
社

倉
塚
曄
子
「
胎
中
天
皇
の
神
話
」
『
古
代
の
女
神
話
と
権
力
の
淵
か
ら
』
一
九
八
六
年
六
月
平
凡
社

守
屋
俊
彦
「
喪
船
に
乗
る
皇
子
」
『
日
本
古
代
の
伝
承
文
学
』
一
九
九
三
年
二
月
和
泉
―14―
書
院

尾
崎
知
光
「
赴喪
船
将
攻
空
船
の
解
釈
に
対
す
る
疑
問
と
私
案
」『
古
事
記
年
報
』
第
三
十
五
号
一
九
九
三
年
一
月

山
口
佳
紀
神
野
志
隆
光
校
注
訳
『
古
事
記
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
1』
一
九
九
七
年
六
月
小
学
館

前
掲
書


文
淵
閣
四
庫
全
書
説
郛
巻
七
十
二
	
文
淵
閣
四
庫
全
書
三
國
志
寞
志
巻
十
五


大
正
新
脩
大
蔵
経
第
五
十
三
冊
№
二
一
二
二
法
苑
珠
林

前
掲
書
⑲

瀧
口
泰
行
「
神
功
皇
后
論
古
事
記
に
お
け
る
伝
承
構
成
と
そ
の
素
材
に
つ
い
て
」
『
古
事
記
の
天
皇
古
事
記
研
究
大
系
6』
一
九
九
四
年
八
月
高
科
書
店

前
掲
書
⑫

尾
崎
暢
殃
『
古
事
記
全
講
』
一
九
六
六
年
四
月
加
藤
中
道
館

前
掲
書


尾
崎
暢
殃
「
大
御
船
考
」『
萬
葉
歌
と
そ
の
周
辺
』
一
九
八
三
年
八
月
明
治
書
院

三
品
彰
英
「
応
神
の
出
誕
と
即
位
」『
増
補
日
鮮
神
話
伝
説
の
研
究
三
品
彰
英
論
文
集
第
四
巻
』
一
九
七
二
年
四
月
平
凡
社

前
掲
書
⑦
頭
注

西
宮
一
民
「
神
功
皇
后
応
神
天
皇
の
物
語
」
『
國
文
學
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
第
三
六
巻
八
号
一
九
九
一
年
七
月

前
掲
書
⑯

次
田
潤
『
古
事
記
新
講
』
一
九
二
四
年
十
一
月
明
治
書
院

前
掲
書
⑱

田
中
智
樹
「
応
神
天
皇
第
15代
」『
古
事
記
神
話
と
天
皇
を
読
み
解
く
』
二
〇
一
二
年
六
月
新
人
物
往
来
社

藤
澤
友
祥
「
気
比
の
大
神
」『
古
代
研
究
』
第
四
一
号
二
〇
〇
八
年
二
月

前
掲
書
⑧

文
淵
閣
四
庫
全
書
尚
書
古
文
疏
證
巻
八
。
藤
澤
友
祥
氏
は
前
掲
書
の
注
で
、
「
易
名
」
に
つ
い
て
『
礼
記
』
と
『
文
選
』
の
「
諡
を
贈
る
」
例
を
あ
げ
、
「
易
名
」
と
い
う
表
現
を
敢
え
て
こ
こ
で
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
死
を
完
結
し
、
応
神
が
こ
こ
で
新
た
な
存
在
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
と
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

文
淵
閣
四
庫
全
書
呂
氏
春
秋
集
解
巻
二
巻
十
九
 
文
淵
閣
四
庫
全
書
史
記
巻
一
百
三
十
!
文
淵
閣
四
庫
全
書
後
漢
書
巻
二
十
三
"『
漢
書
』
第
二
冊
巻
二
一
至
巻
三
〇
中
華
書
局
#
前
掲
書
"第
四
冊
$
前
掲
書

%
大
脇
由
紀
子
「
仲
哀
応
神
記
の
構
想

禊
の
物
語
的
機
能
」
『
古
事
記
説
話
形
成
の
研
究
』
二
〇
〇
四
年
一
月
お
う
ふ
う
。
氏
は
こ
の
中
で
伊
耶
那
岐
大
神
の
禊
と
応
神
天
皇
の
禊
、
三
皇
子
分
掌
の
物
語
の
関
連
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
&
石
田
千
尋
「
'古
事
記
(の
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
像

御
祖
を
中
心
に
」
『
山
梨
英
和
短
大
日
本
文
芸
論
集
』
第
二
九
号
一
九
九
七
年
二
月
)
塚
口
義
信
『
神
功
皇
后
伝
説
の
研
究
日
本
古
代
氏
族
伝
承
研
究
序
説
』
一
九
八
〇
年
四
月
創
元
社
。
氏
は
神
功
皇
后
伝
承
に
息
長
氏
と
い
う
氏
族
の
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。
前
掲
書
*で
倉
塚
は
角
鹿
の
地
、
気
比
大
神
の
祭
祀
権
掌
握
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。
板
垣
俊
一
「
住
吉
の
神
と
津
守
連
難
波
津
神
功
皇
后
新
羅
征
討
伝
承
を
め
ぐ
っ
て
」
『
県
立
新
潟
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
二
八
号
一
九
九
一
年
三
月
。
氏
は
琵
琶
湖
を
通
じ
て
敦
賀
へ
、
敦
賀
か
ら
半
島
大
陸
へ
と
い
う
水
運
の
ル
ー
ト
が
、
神
功
皇
后
関
係
の
記
事
と
深
く
関
連
し
て
い
る
と
す
る
。
+
青
木
由
紀
子
「
海
と
山
」『
講
座
日
本
文
学
神
話
下
』
一
九
七
七
年
十
一
月
至
文
堂
,
中
西
進
「
仲
哀
天
皇
」
『
古
事
記
を
よ
む
3
大
和
の
大
王
た
ち
』
一
九
八
六
年
一
月
角
川
書
店
-
直
木
孝
次
郎
「
応
神
王
朝
論
序
説
」
『
日
本
古
代
の
氏
族
と
天
皇
』
一
九
六
四
年
十
二
月
塙
書
房
.
大
久
間
喜
一
郎
「
仲
哀
天
皇
記
の
構
成
」
『
古
事
記
の
比
較
説
話
学
古
事
記
の
解
釈
と
原
伝
承
』
一
九
九
五
年
十
月
雄
山
閣
※
古
事
記
日
本
書
紀
の
本
文
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。
（
か
ら
す
だ
に
と
も
こ
日
本
語
日
本
文
学
科
）
―15―
